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妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
お
け
る
唇
内
入
声
韻
尾
の
表
記
と
促
音
化 

―

右
傍
振
り
仮
名
の
調
査
か
ら―

 
  

 

黒 

木 

裕 

梨 

香 
 

 
  

一 

問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的 

 

本
稿
は
、
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』(

以
下
「
妙
一
本
」)

に
お
け

る
、
唇
内
入
声
字
１

の
振
り
仮
名
の
字
音
仮
名
表
記
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

「
妙
一
本
」
は
本
文
の
左
右
に
傍
書
が
存
在
し
、
右
傍
は
主
に
字
音
が
記
入
さ

れ
て
い
る
。
唇
内
入
声
字
の
入
声
韻
尾
は
「―

ふ
」
、「―
う
」
、「―

つ
」
、「―

ゆ
」

と
書
か
れ
る
場
合
、
ま
た
入
声
韻
尾
を
書
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
以
下
、
書
か
れ

な
い
場
合
を
無
表
記
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
表
記
の
揺
れ
に
つ
い
て
は
沼
本(

一
九

九
七)

２

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
全
用
例
に
基
づ
い
た
指
摘

で
は
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
妙
一
本
」
に
お
け
る
す
べ
て
の
唇
内
入
声
韻
尾
の
右
傍

振
り
仮
名
の
字
音
仮
名
表
記
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沼
本(

一
九
九
七)

の
実

証
及
び
不
足
の
指
摘
、
ま
た
「
妙
一
本
」
に
お
け
る
唇
内
入
声
字
の
促
音
の
表
記

や
促
音
化
の
程
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

二 

先
行
研
究 

 

「
妙
一
本
」
の
唇
内
入
声
韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て
、
沼
本
克
明(

一
九
九
七)

『
日

本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究―

體
系
と
表
記
を
め
ぐ
っ
て―

』
が
す
で
に
指
摘
を
行

っ
て
い
る
。 

 

沼
本(

一
九
九
七)

は
、
唇
内
入
声
韻
尾
を
「
ふ
」
と
表
記
す
る
比
率
が
高
い
巻

と
低
い
巻
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
は
「
う
」
と
い
う
ハ
行
転
呼
音
の
形
が
出

現
す
る
と
し
、
「
妙
一
本
」
書
写
年
代
が
鎌
倉
初
～
中
期
で
あ
る
と
い
う
時
代
的

側
面
、
一
般
子
女
の
斉
唱
用
で
あ
る
と
い
う
和
文
脈
・
日
常
語
的
な
側
面
か
ら
、

当
然
の
実
態
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
沼
本(

一
九
九
七)

は
漢
文
脈
で
生
じ
た
と
さ
れ
る
唇
内
入
声
の
促
音

化
の
例
を
示
し
、
ハ
行
転
呼
音
形
と
促
音
形
が
ど
ち
ら
も
現
れ
る
語
の
存
在
か
ら
、

「
妙
一
本
」
内
で
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
い
う
位
相
差
に
よ
る
語
形
の
揺
れ
が
あ
る

と
し
て
い
る
。 

 

入
声
韻
尾
の
促
音
表
記
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明(

一
九
八
二)

『
平
安
鎌
倉
時

代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
３

が
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

 

沼
本(

一
九
八
二)

で
は
、
入
声
韻
尾
の
促
音
表
記
に
つ
い
て
、
字
音
直
読
資
料

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
促
音
表
示
法
に
は
、
①
仮
名
「
ツ
」
「
チ
」
に
よ
る
方

法
、
②
準
仮
名
「
レ
」
に
よ
る
方
法
、
③
声
点―

フ
入
声
４―

に
よ
る
方
法
、
④

声
点―
キ
フ
・
ユ
ル―

に
よ
る
方
法
、
⑤
合
符
に
よ
る
方
法
が
あ
る
と
す
る
。 

 

ま
た
、
沼
本(
一
九
八
二)

は
法
華
経
呉
音
直
読
資
料
に
お
い
て
、
入
声
と
フ
入

声
の
加
点
か
ら
、
唇
内
入
声
字
が
熟
語
の
下
位
に
立
っ
て
読
ま
れ
る
場
合
に
は
常
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に
フ
入
声
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
、
唇
内
入
声
字
が
熟
語
の
上
位
に
立
っ
て
読
ま
れ

る
場
合
、
フ
入
声
が
加
え
ら
れ
る
の
は
下
接
字
が
有
声
子
音
の
場
合
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

三 

研
究
方
法 

本
稿
の
研
究
対
象
は
、
本
文
の
右
傍
に
振
り
仮
名
に
よ
る
字
音
仮
名
表
記
が
あ

る
唇
内
入
声
字
と
す
る
。
左
傍
振
り
仮
名
の
多
く
は
訓
、
熟
字
訓
、
注
釈
で
あ
る

た
め
、
本
研
究
で
は
対
象
外
と
し
た
。 

唇
内
入
声
字
の
検
索
に
は
、
中
田
祝
夫
編
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経 

索
引
篇
』(

以
下
『
索
引
篇
』)

を
用
い
る
。
唇
内
入
声
字
の
検
索
は
、
本
稿
の
筆

者
が
索
引
項
目
か
ら
音
形
を
手
掛
か
り
と
し
て
行
っ
た
。
入
声
字
の
認
定
に
は

『
広
韻
』
５

を
用
い
る
。 

「
妙
一
本
」
内
に
は
、
『
広
韻
』
で
平
声
、
上
声
、
去
声
と
さ
れ
る
字
に
、
入

声
加
点
が
行
わ
れ
て
い
る
字
が
存
在
す
る
。
特
に
唇
内
入
声
字
に
つ
い
て
、
沼
本

(

一
九
九
三)

６

で
は
、
「―

う
」
韻
尾
を
も
つ
字
が
、
唇
内
入
声
字
「―

ふ
」
の
ハ

行
転
呼
音
形
で
あ
る
「―

う
」
と
混
乱
し
た
た
め
、
入
声
の
誤
加
点
が
行
わ
れ
た
、

と
説
明
が
あ
る
。
以
上
の
指
摘
、
ま
た
本
稿
は
右
傍
振
り
仮
名
の
字
音
仮
名
表
記

に
注
目
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
用
例
収
集
に
お
い
て
は
「
妙
一
本
」
内
で
の
声
点

の
加
点
状
況
を
考
慮
し
な
い
。 

 

ま
た
『
索
引
篇
』
内
で
、「
て
ん
ほ
う
【
法
輪
】
五
〇
三
4
」
の
よ
う
に
誤
写
、

誤
読
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
除
外
し
た
。
な
お
、
語
の
所
在
を
示
す
際
は
、

五
〇
三
4
の
よ
う
に
示
し
、
漢
数
字
は
中
田
祝
夫
編
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き

法
華
経 

影
印
篇
』(

以
下
『
影
印
篇
』)

の
頁
を
指
し
、
算
用
数
字
は
行
数
を
指
す
。 

 

四 

研
究
結
果 

 

「
妙
一
本
」
内
で
字
音
仮
名
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
唇
内
入
声
字
は
二
五
字

で
あ
る
。
左
に
示
す
。
な
お
字
体
は
全
て
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

 

葉
、
合
、
急
、
給
、
狭
、
劫
、
怯
、
業
、
帀
、
雑
、
十
、
執
、
集
、
習
、
湿
、

妾
、
接
、
瘠
、
摂
、
塔
、
㲲
、
衲
、
入
、
法
、
猟 

 

（
一
）
唇
内
入
声
韻
尾
の
仮
名
表
記 

唇
内
入
声
韻
尾
の
表
記
を
表
一
、
そ
の
割
合
を
表
二
に
示
す
。
表
内
の
空
白

セ
ル
は
用
例
零
を
示
す
。 

な
お
、「―

う
」
、「―

ゆ
」
表
記
の
ど
ち
ら
に
も
属
す
と
し
て
、「
習

し
ゆ
う

」
は
表

か
ら
除
外
し
た
。 



16（     ）
 

【表一　右傍振り仮名における 唇内入声韻尾の字音表記】

法 劫 十 塔 合 習 葉 入 業 帀 給 雑 執

―う 637 159 48 69 6 15 15 14 13 12 10 6 2
―ふ 103 8 8 1 2 4
無表記 99 17 10
―つ 16 3 1
―ゆ
計 855 167 73 69 20 17 15 14 13 12 10 7 6

集 急 接 怯 摂 猟 狭 湿 妾 瘠 㲲 衲 計

―う 1 4 2 3 2 2 1 1 1 1 1 1025
―ふ 1 1 128
無表記 126
―つ 1 1 22
―ゆ 2 2
計 4 4 4 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1303

 

【表二　右傍振り仮名における唇内入声韻尾の字音表記の割合】

法 劫 十 塔 合 習 葉 入 業 帀 給 雑 執

―う 74.5% 95.2% 65.8% 100.0% 30.0% 88.2% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 85.7% 33.3%
―ふ 12.0% 4.8% 11.0% 5.0% 11.8% 66.7%
無表記 11.6% 23.3% 50.0%
―つ 1.9% 15.0% 14.3%
―ゆ
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

集 急 接 怯 摂 猟 狭 湿 妾 瘠 㲲 衲 計

―う 25.0% 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 78.7%
―ふ 25.0% 25.0% 9.8%
無表記 9.7%
―つ 25.0% 100.0% 1.7%
―ゆ 50.0% 0.2%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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表
一
、
二
を
概
観
す
る
と
、
全
用
例
中
七
八
．
七
％
が
「―

う
」
表
記
と
な

っ
て
お
り
、
沼
本
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ハ
行
転
呼
が
全
体
的
に
起
き
て
い
る

と
い
え
る
。 

表
一
、
二
で
掲
出
し
た
字
が
ど
の
巻
に
現
れ
る
か
に
つ
い
て
、
表
三
、
四
に

示
す
。 

【表三　巻ごとの分布】
巻一 巻二 巻三 巻四 巻五 巻六 巻七 巻八 計

―う 180 101 203 147 112 117 94 71 1025
―ふ 53 2 7 50 3 2 11 128
無表記 14 4 5 33 21 12 20 17 126
―つ 1 3 9 9 22
―ゆ 2 2
計 194 159 210 189 186 141 116 108 1303

【表四　巻ごとの分布割合】
巻一 巻二 巻三 巻四 巻五 巻六 巻七 巻八 計

―う 92.8% 63.5% 96.7% 77.8% 60.2% 83.0% 81.0% 65.7% 78.7%
―ふ 33.3% 1.0% 3.7% 26.9% 2.1% 1.7% 10.2% 9.8%
無表記 7.2% 2.5% 2.4% 17.5% 11.3% 8.5% 17.2% 15.7% 9.7%
―つ 0.6% 1.6% 6.4% 8.3% 1.7%
―ゆ 1.1% 0.2%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

表
四
か
ら
、
巻
二
、
巻
五
は
「―

ふ
」
表
記
が
約
三
〇
％
あ
り
、
巻
一
に
は

「―

ふ
」
表
記
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
沼
本
の
指
摘
の
よ
う
に
、「―

ふ
」
表

記
が
行
わ
れ
る
比
率
が
高
い
巻
と
低
い
巻
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
７

。 

 

ま
た
、
沼
本(

一
九
九
七)

は
促
音
化
し
た
語
は
八
語
と
し
て
い
る
。
左
に
沼
本

が
示
し
た
語
の
全
用
例
を
示
す
。
示
し
方
は
沼
本(

一
九
九
七)

に
倣
い
、
用
例
の

下
は
『
影
印
篇
』
の
頁
数
を
示
す
。 

 ⑴
合
掌

か
し
や
う(

13 

28 

48…
) 

合
掌

か
つ
し
や
う(

289 

1052…
) 

⑵
法
華
経

ほ
く
ゑ
き
や
う(

66 

70…
) 

法
華
経

ほ
つ
く
ゑ
き
や
う(

987 

997…
) 

 

 

法
華

ほ

く

ゑ(

643 

649…
) 

法
華

ほ
つ
く
ゑ(

1008) 

 

法
華

ほ

け

三
昧

さ
ん
ま
い(

1184) 

⑶
法
師

ほ

し(

66 

631 

762…
) 

法
師

ほ

つ

し(

1265) 

⑷
十
方

し

ほ

う(

118 

179 

737…
) 

⑸
十
劫

し

こ

う(

535) 

⑹
雑さ

つ

花く
ゑ(

736) 

⑺
法ほ

つ

身し
ん(

749 

749) 

⑻
湿
生

し
つ
し
や
う(

991) 

 

以
上
の
沼
本
の
調
査
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
な
い
用
例
が

あ
る
。 

・
「
無
漏

む

ろ

法
性

ほ
つ
し
や
う

」(

一
〇
五
八
6)

の
用
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

・
「
法
師

ほ

し

」(
七
一
4)

の
用
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

・
「
十
方

し

は

う

」(
八
二
5
、
一
四
九
1)

の
用
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 
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・「
法
華
三
昧
」
は
「
ほ
け
さ
ん
ま
い
」(

一
一
八
4)

と
「
ほ
く
ゑ
さ
ん
ま
い
」(

一

二
一
五
5
、
一
二
九
七
5)

の
二
つ
の
字
音
仮
名
表
記
例
が
あ
り
、「
ほ
け
さ
ん

ま
い
」
の
み
指
摘
し
、
「
ほ
く
ゑ
さ
ん
ま
い
」
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

以
上
の
四
点
か
ら
、
沼
本
の
調
査
に
は
漏
れ
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

ま
た
熟
語
で
は
な
い
が
促
音
化
が
起
き
て
い
る
「
接
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
な

い
。「
妙
一
本
」
内
で
「
接
」
は
単
独
で
現
れ
る
。「
接
」
に
は
右
傍
振
り
仮
名
内

で
活
用
語
尾
「
し
」
が
下
接
し
、
「
接

せ
う
し

」
と
な
る
。
「
接
」
に
は
「
せ
う
し
」
「
せ

ふ
し
」
「
せ
つ
し
」
の
字
音
仮
名
表
記
が
あ
る
も
の
の
、
沼
本
の
指
摘
は
な
い
。 

 

（
二
）
促
音
表
記
「―

つ
」
、
無
表
記
に
つ
い
て 

 

唇
内
入
声
韻
尾
の
表
記
の
う
ち
、
促
音
化
が
起
き
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
の

は
「―

つ
」
、
無
表
記
で
あ
る
。
前
項
で
確
認
し
た
用
例
の
う
ち
、「―

つ
」
、
無

表
記
が
存
在
す
る
の
は
、
合
、
雑
、
十
、
湿
、
接
、
法
の
六
字
で
あ
る
。
以
上

六
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
が
促
音
化
す
る
環
境
に
あ
る
か
、
調
査
を
行
う
。

促
音
化
は
、
下
接
字
の
頭
子
音
が
無
声
の
場
合
に
起
こ
る
た
め
、
下
接
字
を
調

査
し
た
。 

 

「
妙
一
本
」
内
で
「―

つ
」
、
無
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
、
合
、
雑
、
十
、
湿
、

接
、
法
の
用
例
を
左
に
示
す
。
該
当
字
に
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
熟
語
の
認
定
は

『
索
引
篇
』
に
依
っ
た
。
複
数
の
用
例
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
用
例
の
下

部
に( )

で
用
例
数
を
示
す
。
ま
た
、
各
用
例
の
所
在
は
資
料
と
し
て
本
稿
末
に
示

す
。 

 

「―

つ
」 

 

合か
つ

掌
し
や
う(

2)

、
雑さ

つ

花く
ゑ

、
湿し

つ

生
し
や
う

、
接せ

つ

し
、
法ほ

つ

華く
ゑ(

10)

、
法ほ

つ

華く
ゑ

経
き
や
う

、
妙め

う

法ほ
つ

華く
ゑ

経
き
や
う

、
法ほ

つ

師し

、
無む

漏ろ

法ほ
つ

性
し
や
う

、
法ほ

つ

身し
ん 

無
表
記 

 
 

合か

掌
し
や
う(

2
）
、
安あ

ん

禅せ
ん

合か

掌
し
や
う

、
一い

心し
ん

合が

掌
し
や
う

、
恭く

敬
き
や
う

合か

掌
し
や
う(

3)

、
歓

く
わ
ん

喜き

合か

掌
し
や
う(

2)

、
合か

掌
し
や
う

供く

敬
き
や
う

、
十し

劫こ
う

、
十し

方は
う(

12)

、
現け

ん

在さ
い

十し

方は
う

、
十し

方は
う

世せ

界か
い(

2)

、
法ほ

華く
ゑ(

10)

、
法ほ

華く
ゑ

経
き
や
う(

63)

、
妙め

う

法ほ

華く
ゑ

経
き
や
う(

12)

、
法ほ

華く
ゑ

三さ
ん

昧ま
い(

2)

、
法ほ

華け

三さ
ん

昧ま
い

、
法ほ

華く
ゑ

経
き
や
う

蔵さ
う

、
法ほ

師し(

6)

、
妙め

う

光
く
わ
う

法ほ

師し(

2)

、

法ほ

師し

功く

徳と
く

品ほ
ん

、
法ほ

師し

功く

徳ど
く

品ほ
ん 

 

こ
の
う
ち
、
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、「
合
掌

が
つ
し
や
う

」
、「
湿
生

し
つ
し
や
う

」
、「
十
方

じ

は

う

」
、

「
法
師

ほ

し

功
徳
品

く

ど

く

ほ

ん

」
の
各
一
例
、
計
四
例
で
あ
り
、
「
湿
生
」
、
「
法
師
功
徳
品
」
は

入
声
点
、
「
合
掌
」
、
「
十
方
」
は
入
声
濁
点
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
、「―

つ
」
、
無
表
記
の
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
全
例
で
は
、
下
接
字
は
無

声
子
音
と
な
っ
て
お
り
、
一
部
の
例
に
は
入
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
「―

つ
」
、
無
表
記
は
促
音
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

つ
づ
い
て
、
促
音
化
し
て
い
る
六
字
の
「―

う
」
、「―

ふ
」
表
記
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
。 

上
述
し
た
よ
う
に
、
沼
本(

一
九
八
二)

で
は
、
法
華
経
呉
音
直
読
資
料
に
お
い

て
、
入
声
と
フ
入
声
の
加
点
か
ら
、
唇
内
入
声
字
が
熟
語
の
下
位
に
立
っ
て
読
ま

れ
る
場
合
に
は
常
に
フ
入
声
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
、
唇
内
入
声
字
が
熟
語
の
上
位

に
立
っ
て
読
ま
れ
る
場
合
、
フ
入
声
が
加
え
ら
れ
る
の
は
下
接
字
が
有
声
子
音
の

場
合
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

以
上
の
沼
本
の
指
摘
か
ら
、
促
音
化
し
て
い
る
六
字
の
「―

う
」
、「―

ふ
」
表

記
の
下
接
字
の
調
査
を
行
う
。
該
当
字
が
熟
字
の
上
字
で
あ
る
場
合
、
下
接
す
る

字
が
有
声
子
音
、
無
声
子
音
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
を
調
査
し
た
。
結
果
を
表
五
、
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六
に
示
す
。 

【表五　該当字の下字の有声/無声】

合 雑 十 湿 接 法 計

有声子音 1 28 90 119

無声子音 5 4 26 1 2 76 114

計 5 5 54 1 2 166 233

【表六　該当字の下字の有声/無声の割合】

合 雑 十 湿 接 法 計

有声子音 20.0% 51.9% 54.2% 51.1%

無声子音 100.0% 80.0% 48.1% 100.0% 100.0% 45.8% 48.9%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%  

表
五
か
ら
、
十
、
法
に
つ
い
て
は
、
有
声
子
音
と
無
声
子
音
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て

い
る
も
の
の
、
わ
ず
か
に
有
声
子
音
が
上
回
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
雑
に
つ
い
て

は
、
「
雑
穢

さ

う

ゑ

」
の
一
例
の
み
下
接
す
る
字
が
有
声
子
音
で
あ
っ
た
。
合
、
湿
、
接

に
つ
い
て
は
、
「―

う
」
、
「―

ふ
」
表
記
で
あ
っ
て
も
、
下
接
す
る
字
は
無
声
子

音
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

つ
づ
い
て
、
促
音
化
す
る
六
字
が
含
ま
れ
る
熟
字
を
分
解
し
、
熟
字
と
し
て
の

最
小
単
位
で
確
認
す
る
。
例
え
ば
「
第
十
三
」
で
あ
れ
ば
「
第
＋
十
三
」
と
し
て

十
は
熟
字
の
上
字
、
「
三
十
二
」
で
あ
れ
ば
「
三
十
＋
二
」
と
し
て
熟
字
の
下
字

と
す
る
。
「
妙
一
本
」
内
で
「
妙
法
緊
那
羅
王
」
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
熟
字
が

複
合
し
て
一
つ
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
複
合
し
た
熟
字
の
場
合
、
下
接
す
る
頭
子

音
が
無
声
で
あ
っ
て
も
最
小
単
位
の
熟
字
の
下
字
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
れ

ば
促
音
化
し
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
該
当
字
が
熟
字
の
上
字
に
な
る
場
合

の
、
下
接
す
る
頭
子
音
の
調
査
結
果
を
表
七
、
八
に
示
す
。 

【表七　最小単位における該当字の下字の有声/無声】

合 雑 十 湿 接 法 計

有声子音 1 3 21 25

無声子音 5 4 2 1 2 9 23

計 5 5 5 1 2 30 48

【表八　最小単位における該当字の下字の有声/無声の割合】

合 雑 十 湿 接 法 計

有声子音 20.0% 60.0% 70.0% 52.1%

無声子音 100.0% 80.0% 40.0% 100.0% 100.0% 30.0% 47.9%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

以
上
す
べ
て
の
調
査
か
ら
分
か
っ
た
点
と
し
て
、「―

つ
」
、
無
表
記
は
促
音
化

環
境
に
あ
る
場
合
の
み
に
現
れ
、
「―

う
」
、
「―

ふ
」
表
記
は
下
接
す
る
字
の
頭

子
音
が
有
声
、
無
声
に
関
わ
ら
ず
現
れ
る
点
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「―

つ
」
、
無

表
記
は
促
音
で
あ
り
、
「―

う
」
、
「―

ふ
」
は
促
音
化
し
て
い
な
い
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「―

う
」
、「―

ふ
」
表
記
、

ま
た
「―

つ
」
、
無
表
記
の
ど
ち
ら
で
も
字
音
仮
名
表
記
が
行
わ
れ
る
語
に
つ
い
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て
調
査
を
行
う
。 

 
「―

う
」
、
「―

ふ
」
表
記
、
ま
た
「―

つ
」
、
無
表
記
の
ど
ち
ら
で
も
字
音
仮

名
表
記
が
行
わ
れ
る
語
に
つ
い
て
、
用
例
を
調
査
し
た
結
果
を
左
に
示
す
。
な
お
、

今
回
は
同
一
語
、
も
し
く
は
唇
内
入
声
字
の
上
下
が
同
一
字
で
あ
る
場
合
に
唇
内

入
声
韻
尾
の
字
音
仮
名
表
記
が
揺
れ
る
語
と
設
定
し
、「
合
掌
供
敬
」
は
「
合
掌
」

に
す
る
な
ど
、
語
を
ま
と
め
た
。
該
当
字
に
傍
線
を
引
き
、
用
例
の
下
に
そ
の
表

記
を
示
す
。 

  

「―

う
」
と
「―

ふ
」
表
記
で
揺
れ
る
も
の 

劫(

こ
う
／
こ
ふ)

、
劫
千
万
億
劫(
こ
う
／
こ
ふ)

、
二
十
中
劫(

こ
う
／
こ
ふ)

、 

無
量
劫(

こ
う
／
こ
ふ)

、
無
量
阿
僧
祇
劫(
こ
う
／
こ
ふ)

、 

修
習(

し
う
／
し
ふ
／
し
ゆ
う)

、
十
力(

し
う
／
し
ふ)

、 

三
十
二
相(

し
う
／
じ
う
／
し
ふ)

、
十
八
不
共(
じ
う
／
し
ふ)

、 

法(

ほ
う
／
ほ
ふ)

、
経
法(

ほ
う
／
ぼ
う
／
ぼ
ふ)

、
四
法(
ほ
う
／
ほ
ふ)

、 

諸
法(

ほ
う
／
ほ
ふ)

、
小
法(

ほ
う
／
ぼ
う
／
ほ
ふ)

、
正
法(
ほ
う
／
ぼ
う
／
ほ
ふ)

、

像
法(

ほ
う
／
ぼ
う
／
ほ
ふ)

、
道
法(

ほ
う
／
ほ
ふ)

、
妙
法(
ほ
う
／
ほ
ふ)

、 

法
王(

ほ
う
／
ほ
ふ)

、
法
音(

ほ
う
／
ほ
ふ)

、
法
座(

ほ
う
／
ほ
ふ)
、 

法
輪(

ほ
う
／
ほ
ふ) 

 

「―

う
」
、
「―

ふ
」
と
「―

つ
」
、
無
表
記
で
揺
れ
る
も
の 

合
掌(

か
ふ
／
か
つ
／
が
つ
／
か)

、
法
師(

ほ
う
／
ほ
つ
／
ほ)

、 

法
性(

ほ
ふ)

／
法
生(

ほ
う
／
ほ
つ)

、
法
華
経(

ほ
う
／
ほ
つ
／
ほ)  

  

「―

う
」
、
「―

ふ
」
表
記
の
揺
れ
は
「
劫
」
「
法
」
な
ど
唇
内
入
声
字
が
単
独

で
現
れ
る
場
合
に
も
起
こ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
唇
内
入
声
字
が
熟

字
の
下
字
の
場
合
、
ま
た
唇
内
入
声
字
に
下
接
す
る
頭
子
音
が
有
声
子
音
の
場
合

に
は
、「―

う
」
表
記
は
「―

ふ
」
表
記
の
ハ
行
転
呼
音
と
考
え
ら
れ
、「―

う
」
、

「―

ふ
」
表
記
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

促
音
化
が
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「―

つ
」
、
無
表
記
が
行
わ
れ
る
語
に

も
「―

う
」
表
記
が
存
す
る
。「
法
師
」「
法
性(

生)

」「
法
華
」
に
つ
い
て
は
、『
日

本
国
語
大
辞
典
』
に
お
い
て
も
「
日
本
書
紀
」「
色
葉
字
類
抄
」「
太
平
記
」
な
ど

の
用
例
８

か
ら
、
「―

う
」
表
記
と
促
音
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
「
合

掌
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
促
音
化
し
て
い
る
「
が
っ
し
ょ
う
」

の
み
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
促
音
環
境
に
あ
る
「―

ふ
」
表
記
は
無
声
化
し
、
促

音
化
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

  

以
上
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、 

・
「
劫
」「
法
」
の
単
独
の
用
例
か
ら
、
促
音
環
境
に
な
い
「―

う
」
、「―

ふ
」
表

記
は
促
音
化
し
て
い
な
い 

・
促
音
環
境
に
あ
る
唇
内
入
声
字
で
も
、
「―

う
」
表
記
で
あ
れ
ば
促
音
化
し
て

い
な
い 

・
促
音
環
境
に
あ
る
唇
内
入
声
字
で
、
「―

ふ
」
表
記
が
行
わ
れ
る
場
合
、
無
声

化
し
、
促
音
化
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る 

の
三
点
が
あ
る
。 

「
妙
一
本
」
内
で
は
、
唇
内
入
声
字
に
無
声
子
音
が
下
接
す
る
場
合
で
も
必
ず

促
音
化
す
る
と
は
言
え
ず
、
沼
本(

一
九
八
二)

で
調
査
さ
れ
て
い
る
法
華
経
呉
音

直
読
資
料
と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
沼
本(

一
九
九
七)

で
は
指
摘
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
促
音
環
境
に
あ
る
「―

ふ
」
表
記
の
促
音
化
の
可
能
性
を
指
摘
し

た
。 

 

五 

成
果 

 

本
稿
で
は
、
「
妙
一
本
」
に
お
け
る
唇
内
入
声
字
の
字
音
仮
名
表
記
の
実
態
を



21（     ）
 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
用
例
の
調
査
を
行
っ
た
。
成
果
と
し
て
は
、 

・
全
用
例
中
七
八
．
七
％
が
「―

う
」
表
記
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と 

・
「―
ふ
」
表
記
比
率
に
つ
い
て
、
巻
二
、
巻
五
は
比
率
が
高
く
、
巻
一
で
は
全

く
現
れ
な
い
こ
と
を
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
こ
と 

・
沼
本(

一
九
九
七)

の
不
足
を
指
摘
し
た
こ
と 

・
「―

つ
」
、
無
表
記
に
よ
っ
て
促
音
化
が
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
は
、

全
て
下
接
す
る
字
の
頭
子
音
が
無
声
で
あ
る
と
い
う
促
音
環
境
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
こ
と 

・「
妙
一
本
」
に
お
け
る
唇
内
入
声
字
の
促
音
化
に
は
揺
れ
が
あ
り
、「―

う
」
表

記
は
促
音
化
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と 

・「
妙
一
本
」
に
お
け
る
促
音
環
境
に
あ
る
唇
内
入
声
字
に
つ
い
て
、「―

ふ
」
表

記
さ
れ
る
場
合
に
は
促
音
化
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と 

の
六
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

  

資
料 

「―

つ
」
、
無
表
記
の
用
例
所
在
一
覧 

 

用
例
は
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。 

合
掌

(

が
つ
し
や
う

)

安
禅
合
掌

(

あ
ん
せ
ん
か
し
や
う

)

一
心
合
掌

(

い
し
ん
が
し
や
う

)

恭
敬
合
掌

(

く
き
や
う
か
し
や
う

)

歓
喜
合
掌

(

く
わ
ん
き
か
し
や
う

)

合
掌
供
敬

(

か
し
や
う
く
き
や
う

)

雑
華

(

さ
つ
く
ゑ

)

現
在
十
方

(

け
ん
さ
い
し
は
う

)

十
劫

(

し
こ
う

)

湿
生

(

し
つ
し
や
う

)

二
八
九
２

二
八
２

二
九
一
３

一
五
三
６
、

六
七
四
５
、

八
三
四
１

一
三
６
、

四
八
５

六
三
六
５

七
三
六
３

一
四
九
１

五
三
五
６

九
九
一
２

十
方

(

し
は
う

)

十
方

(

じ
は
う

)

十
方
世
界

(

し
は
う
せ
か
い

)

接

(

せ
つ
し

)

法
華

(

ほ
つ
く
ゑ

)

法
華

(

ほ
く
ゑ

)

法
華
経

(

ほ
つ
く
ゑ
き
や
う

)

法
華
経

(

ほ
く
ゑ
き
や
う

)

妙
法
華
経

(

め
う
ほ
つ
く
ゑ
き
や
う

)

妙
法
華
経

(
め
う
ほ
く
ゑ
き
や
う

)

八
二
５
、

五
〇
五
２
、

七
三
七
６
、

七

四
九
１
、

七
七
八
３
、

八
〇
七
６
、

八

一
一
５
、

八
三
六
５
、

八
九
一
２
、

一

一
三
〇
６
、

一
一
三
一
５
、

一
二
五
五

３一
七
九
３

一
一
八
１
、

七
六
八
６

九
八
五
３

一
〇
〇
八
２

六
四
三
１
、

六
四
九
２
、

八
三
〇
４
、

九
九
九
５
、

一
〇
二
五
４
、

一
〇
二
六

４
、

一
〇
三
五
６
、

一
〇
六
三
５
、

一

〇
六
四
５
、

一
二
八
〇
５

九
八
七
５
、

九
九
七
１
、

一
〇
一
〇
５
、

一
〇
五
六
３
、

一
二
六
〇
５
、

一
二
八
五
６
、

一
二
八
六
６
、

一
二
九
一
５
、

一
二
九
七
４
、

一
三
〇
七
１

六
六
１
、

六
六
５
、

七
〇
３
、

七
四

２
、

二
七
二
２
、

五
四
三
２
、

五
四
六

２
、

六
三
六
２
、

六
三
八
４
、

六
三
九

６
、

六
四
〇
２
、

六
四
七
１
、

六
五
〇

１
、

六
五
四
２
、

六
五
五
２
、

六
五
六

６
、

六
五
八
６
、

六
五
八
６
、

六
五
九

６
、

六
六
四
６
、

六
七
七
１
、

六
七
八

３
、

六
七
八
６
、

六
八
〇
１
、

六
九
八

２
、

七
七
九
５
、

七
九
七
１
、

八
一
三

１
、

八
一
七
２
、

八
二
二
１
、

八
二
四

４
、

八
二
五
３
、

九
九
六
２
、

一
〇
一

二
５
、

一
〇
一
五
２
、

一
〇
六
五
５
、

一
〇
七
五
４
、

一
〇
八
七
２
、

一
〇
八

八
４
、

一
〇
九
四
４
、

一
一
〇
〇
６
、

一
一
二
七
３
、

一
一
三
七
５
、

一
一
三

九
１
、

一
一
三
九
２
、

一
一
四
七
２
、

一
一
六
一
２
、

一
一
六
一
６
、

一
一
六

二
３
、

一
一
六
九
２
、

一
一
六
九
５
、

一
二
〇
〇
３
、

一
二
六
七
２
、

一
二
七

一
１
、

一
二
七
五
１
、

一
三
一
四
５
、

一
三
一
九
３
、

一
三
二
〇
１
、

一
三
二

〇
３
、

一
三
二
一
６
、

一
三
二
六
１
、

一
三
三
二
２
、

一
三
三
五
５

一
三
〇
三
４

二
九
一
４
、

六
三
三
１
、

六
三
三
５
、

六
三
四
２
、

六
三
七
４
、

六
四
三
５
、

六
四
四
２
、

六
七
三
５
、

七
〇
一
５
、

七
〇
二
２
、

七
三
七
４
、

七
四
四
４
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法
華
経
蔵

(

ほ
く
ゑ
き
や
う
さ
う

)

法
華
三
昧

(

ほ
く
ゑ
さ
ん
ま
い

)
法
華
三
昧

(

ほ
け
さ
ん
ま
い

)

法
師

(

ほ
し

)

妙
光
法
師

(
め
う
く
わ
う
ほ
し

)

法
師
功
徳
品

(

ほ
し
く
と
く
ほ
ん

)

法
師
功
徳
品

(

ほ
し
く
ど
く
ほ
ん

)

法
身

(

ほ
つ
し
ん

)

無
漏
法
性

(

む
ろ
ほ
つ
し
や
う

)

六
五
八
３

一
二
一
五
５
、

一
二
九
七
５

一
一
八
四
４

七
六
二
２
、

七
九
八
１
、

一
〇
二
四

２
、

一
二
六
六
４
、

一
二
七
五
２
、

一

二
八
二
１

六
六
４
、

七
一
４

六
三
一
５

一
〇
一
二
３

七
四
九
２
、

七
四
九
３

一
〇
四
四
５

 

 

注 
 

１ 

中
国
字
音
の
韻
尾
が
ｋ
・
ｔ
・
ｐ
で
終
わ
る
も
の
の
う
ち
、
ｐ
で
終
わ
る
も
の
が
唇

内
入
声
字
で
あ
る
。 

２ 

沼
本
克
明(

一
九
九
七)

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究―
體
系
と
表
記
を
め
ぐ
っ
て

―

』
六
五
七―

六
六
九
頁 

３ 

沼
本
克
明(

一
九
八
二)

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
一
〇

八
三―

一
一
五
九
頁 

４ 

注
3
、
同
著
三
六
五―

三
八
八
頁
に
お
い
て
、
フ
入
声
の
音
価
の
指
摘
が
あ
る
。
法

華
経
・
四
種
相
違
疏
・
成
唯
識
論
に
お
け
る
唇
内
入
声
字
は
、
無
声
子
音
の
字
は
下

接
す
る
場
合
に
規
則
的
に
促
音
化
し
て
お
り
、
そ
の
促
音
化
し
た
も
の
を
入
声
、
非

促
音
化
の
も
の
を
フ
入
声
と
し
て
表
示
し
た
、
と
述
べ
る
。 

５ 

中
国
の
韻
書
。
「
大
宋
重
修
広
韻
」
の
こ
と
。
北
宋
の
陳
彭
年(

ち
ん
ほ
う
ね
ん)

、
丘

雍(

き
ゅ
う
よ
う)

な
ど
の
奉
勅
撰
。

1008
年
完
成
。「
切
韻
」「
唐
韻
」
の
音
系
と
反
切
を

継
承
し
、
平
声(

上
、
下)

、
上
声
、
去
声
、
入
声
の
全
5
巻
か
ら
成
る
。
2
万

6194
字

を
収
め
、
平
・
上
・
去
・
入
の
206
韻
に
分
か
つ
。
古
代
の
字
音
を
知
る
う
え
で
き
わ

め
て
重
要
な
も
の
と
さ
れ
る
。(

『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』) 

 

 

本
稿
で
は
「W

eb

韻
圖
～
廣
韻
檢
索
～
」
を
用
い
る
。 

６ 

沼
本
克
明(

一
九
九
三)

「
鎌
倉
時
代
の
二
字
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
構
造―

妙
一
記
念
館

本
仮
名
書
き
法
華
経
に
よ
る―

」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
九
〇
巻
一
六
一―

一
七
三

頁 

７ 

注
6
同
著
、
六
六
七
頁
注
21
に
お
い
て
沼
本
は
、
巻
二
、
八
が
「―

ふ
」
表
記
が
多

い
と
し
、
そ
の
理
由
を
、
振
り
仮
名
の
加
点
者
が
異
な
る
可
能
性
と
す
る
。
本
文
の

書
写
者
に
つ
い
て
は
、
『
影
印
篇
』
下
巻
末
に
あ
る
中
田
に
よ
る
略
解
説
で
一
、
三
、

四
、
五
、
八
は
ほ
ぼ
同
一
筆
、
二
、
六
、
七
は
ほ
ぼ
異
筆
と
あ
る
。 

８ 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
左
の
よ
う
に
あ
る
。
該
当
部
に
傍
線
を
付
し

た
。 

「
法
師(

ほ
う
し)

」
に
つ
い
て
は
、
「(

2)

僧
侶
。
出
家
。
＊
日
本
書
紀
〔
720
〕
崇
峻

元
年
是
歳(

図
書
寮
本
訓)

「
百
済
の
国
使
并
せ
て
僧(

ホ
ウ
シ)

恵
・
令
斤
・
恵
等
を
遣

し
て
仏
の
舎
利
を
献
る
」
＊
宇
津
保
物
語
〔
970
～
999
頃
〕
あ
て
宮
「
少
将
、
い
ふ
ば

か
り
な
く
な
き
ま
ど
ひ
て
、
か
へ
り
て
す
な
は
ち
ほ
う
し
に
な
り
に
け
り
」
＊
徒
然

草
〔

1331
頃
〕
五
二
「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
、
年
寄
る
ま
で
、
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け

れ
ば
」
＊
説
経
節
・
説
経
苅
萱
〔

1631
〕
下
「
お
や
ま
へ
を
の
ぼ
り
な
さ
れ
て
に
、
は

う
し
一
人
ち
か
づ
け
て
」
」
と
あ
る
。 

「
法
師(

ほ
っ
し)

」
に
つ
い
て
は
「
「
ほ
う
し(

法
師)

」
に
同
じ
。
＊
熱
田
本
平
家
物
語

〔
13
Ｃ
前
〕
四
・
三
位
入
道
鵺
射
事
「
大
衆
已
下
の
法
師(

ほ
ッ
し)

輩(

ば
ら)

」
＊
ロ

ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
〔

1604
～
08
〕
「
コ
ノ foxxini (

ホ
ッ
シ
ニ) 

ヲ
イ
テ
ワ 

イ
ザ 

シ
ラ
ヌ
デ
サ
ウ
ト
」
＊
説
経
節
・
説
経
苅
萱
〔

1631
〕
上
「
と
ん
せ
い
し
ゃ
の
、
す
ゑ

を
と
げ
さ
せ
て
た
ま
は
れ
と
、
ほ
っ
し
ば
か
り
と
ふ
し
を
が
み
」
」
と
あ
る
。 

「
法
性(

ほ
う
し
ょ
う)

」
に
つ
い
て
は
、
掲
出
さ
れ
た
用
例
が
「
妙
一
本
」
の
み
で
あ

る
。
し
か
し
、
類
語
で
あ
る
「
法
性
寺
」
に
お
い
て
、
「
ほ
う
し
ょ
う
じ
」
「
ほ
う
さ

う
じ
」
が
あ
る
。
「
法
性
寺(

ほ
う
し
ょ
う
じ)

」
は
「
「
ほ
っ
し
ょ
う
じ(

法
性
寺)

」
に

同
じ
。
＊
太
平
記
〔
14
Ｃ
後
〕
八
・
三
月
十
二
日
合
戦
事
「
竹
田
川
原
を
上
り
て
法
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性
寺(

ホ
ウ
シ
ャ
ウ
ジ)

大
路
へ
落
る
も
あ
り
」
＊
天
草
本
平
家
物
語
〔

1592
〕
四
・
二
八

「
ソ
ノ 

セ
イ
サ
ン
ビ
ャ
ク 

ヨ
キ
デFôxojino (

ホ
ウ
シ
ャ
ウ
ジ
ノ) 

ヒ
ト
ツ
バ
シ
エ 

ヲ
シ
ヨ
セ
タ
レ
バ
」
」
、
「
法
性
寺(

ほ
う
さ
う
じ)

」
は
「
「
ほ
っ
し
ょ
う
じ(

法
性
寺)

」

に
同
じ
。
＊
源
氏
物
語
〔

1001
～
14
頃
〕
東
屋
「
河
原
過
ぎ
、
ほ
う
さ
う
し
の
わ
た
り
、

お
は
し
ま
す
に
」
」
が
あ
る
。 

「
法
華(

ほ
う
け)
」
に
つ
い
て
は
、「
「
ほ
っ
け(

法
華)

【
一
】
」
に
同
じ
。
＊
色
葉
字
類

抄
〔

1177
～
81
〕
「
法
華 
寺
家
部 

ホ
フ
ク
ヱ

」
」
と
あ
る
。 

「
法
華(

ほ
っ
け)

」
に
つ
い
て
は
、
「(

1)

「
ほ
っ
け
し
ゅ
う(

法
華
宗)(

1)

」
の
略
。

＊
類
聚
国
史‐

一
四
七
・
撰
書
・
延
暦
二
二
年
〔
803
〕
三
月
己
未
「
法
師
生
年
廿
五
、

被
充
入
唐
留
学
、
学
唯
識
、
法
華
両
宗
」
＊
尊
号
真
像
銘
文
〔

1255
〕
末
「
所
謂
真
言
・

止
観
之
行
と
い
ふ
は
、
真
言
は
密
教
な
り
。
止
観
は
法
華
な
り
」
」
と
あ
る
。 

 

参
考
引
用
文
献 

・
沼
本
克
明(

一
九
八
二)

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研

究
』
武
蔵
野
書
院 

・
中
田
祝
夫
編(

一
九
八
八)

『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経 
影
印
篇
』
上

下 

霊
友
会 

・
中
田
祝
夫
編(

一
九
九
〇)

『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経 

索
引
篇
』
霊

友
会 

・
沼
本
克
明(

一
九
九
三)

「
鎌
倉
時
代
の
二
字
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
構
造―

妙

一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
に
よ
る―

」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
九
〇
巻

一
六
一―

一
七
三
頁 

汲
古
書
院 

・
沼
本
克
明(

一
九
九
七)

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究―

體
系
と
表
記
を
め

ぐ
っ
て―

』
汲
古
書
院 

・
「W

eb

韻
圖
～
廣
韻
檢
索
～
」 

(http://suzukish.s252.xrea.com
/search/inkyo/index.php) 

 

 

(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
一
日) 

・
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ(https://japanknow

ledge.com
/library/) 

(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
一
日) 

・
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版 

小
学
館 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ(https://japanknow

ledge.com
/library/) 

(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
一
一
日) 

 

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
二
年
） 


